
まぐろ延縄漁船における船体付加物の改造による省エネ技術導入実証試験 

省エネルギー技術導入効果実証試験事業（平成20～21年度） 

１ 事業の目的 

２ 開発技術及び実証の概要 

実施主体：気仙沼遠洋漁業協同組合、(独)水産総合研究センター 水産工学研究所、(株)西日本流体技研 

３ 開発技術の成果・普及 

・近海船5隻等で実証 
・ビルジキール形状、送受波器カバーを低抵抗型に改造 

ビルジキール 

・年間約2000～2700千円の 
 燃料経費節減 

送受波器カバー 

・燃油消費量 

主機燃料消費を削減、 
5％程度の省エネ効果 

・経費（試算） 
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¥70,000/KL  ¥52,000/KL 

・改造費は約5000千円、コストを 
 1～2年半で回収可能 

まぐろ延縄漁船において、船体付加物（ビルジキール、送受波器カバー）を 

最適な形状に改造し、省エネ効果等を実証 


